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か
ら
約
３
年
が
経
過
し
、
こ
れ

ま
で
各
学
校
や
教
員
の
創
意
工

夫
に
よ
り
、
個
別
最
適
化
さ
れ

た
学
び
や
教
育
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
き
た
と
認
識
し
て
い
る

が
、
今
後
の
更
な
る
活
用
に
対

す
る
見
解
を
伺
う
。

教
育
長
　
更
に
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け

た
授
業
改
善
に
つ
な
げ
る
た

め
、
国
や
県
の
情
報
を
収
集

し
、
各
学
校
に
お
け
る
取
り
組

み
の
好
事
例
を
発
信
す
る
な

ど
、
夕
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
更
な

る
活
用
を
支
援
し
て
い
く
。
ま

た
、
授
業
以
外
で
の
活
用
の
一

つ
と
し
て
、
市
教
育
委
員
会
で

は
、
い
じ
め
を
含
め
た
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
の
早
期
発
見
・
早
期

対
応
の
た
め
、
児
童
生
徒
が
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
か
ら
相
談
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
平
塚
市
子
ど

も
相
談
フ
ォ
ー
ム
」
を
構
築
し

た
。
今
後
、
各
学
校
で
児
童
生

徒
に
説
明
後
、
順
次
運
用
を
開

始
す
る
。

問
　
多
忙
化
す
る
学
校
現
場
に

お
い
て
、
教
員
の
働
き
方
改
革

や
業
務
負
担
軽
減
が
必
要
と
捉

え
て
い
る
。
働
き
方
改
革
に
向

け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

教
育
長
　
学
校
に
お
け
る
教
職

員
の
安
全
と
健
康
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
快
適
な
職
場
環
境

の
形
成
を
促
進
す
る
た
め
、
平

塚
市
立
学
校
教
職
員
安
全
衛
生

委
員
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て

い
く
。
そ
の
中
で
、
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
効
果

を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
国
の

動
向
を
注
視
し
、
新
た
な
取
り

組
み
を
検
討
す
る
な
ど
今
後
も

学
校
の
働
き
方
改
革
を
推
進
し

て
い
く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
中
学
校

完
全
給
食
の
実
施
に
向
け
た
現

状
と
今
後　

平
塚
市
幼
保
一
元

化
に
関
す
る
公
立
園
の
見
直
し

（
改
訂
版
）
に
基
づ
く
本
市
の

考
え
方

自
治
会
の
加
入
促
進
は

問
　
こ
の
数
年
間
の
自
治
会
加

入
率
の
推
移
と
、
県
内
で
の
加

入
率
は
何
番
目
か
伺
う
。

市
民
部
長
　
本
市
の
加
入
率
は

平
成
30
年
度
が
72
・
４
％
、
コ

ロ
ナ
禍
の
令
和
３
年
度
は
70

％
、
５
年
４
月
１
日
現
在
は

66
・
８
％
と
な
っ
て
お
り
、
各

市
の
最
新
デ
ー
タ
で
は
県
内
19

市
中
10
番
目
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
自
治
会
は
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
災
害
時
の
助

け
合
い
な
ど
を
担
っ
て
き
た
。

役
員
や
担
い
手
不
足
な
ど
も
課

題
で
あ
る
が
、
持
続
可
能
な
自

治
会
運
営
に
し
て
い
く
た
め
の

考
え
を
伺
う
。

市
民
部
長
　
社
会
状
況
が
変
化

し
従
来
ど
お
り
の
事
業
を
行
う

の
が
難
し
い
中
、
若
い
世
代
や

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
新
し
い
担

い
手
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

問
　
子
ど
も
食
堂
の
利
用
状
況

と
運
営
状
況
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
令
和
５

年
２
月
か
ら
、
委
託
先
の
法
人

が
食
事
の
提
供
や
相
談
支
援
を

毎
月
第
１
と
第
３
日
曜
日
に
実

施
し
、
利
用
者
は
７
月
末
現
在

で
延
べ
69
人
で
あ
る
。

問
　
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
の
現
在
の

状
況
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
５
年
２

月
か
ら
開
始
し
、
現
在
１
世
帯

が
利
用
し
て
い
る
ほ
か
１
世
帯

の
利
用
調
査
を
進
め
て
い
る
。

問
　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
し
て

把
握
し
て
い
る
人
数
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
８
月
末

時
点
で
は
44
人
で
あ
る
。

問
　
宅
配
に
よ
る
見
守
り
事
業

の
成
果
と
効
果
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
子
育
て

支
援
団
体
を
利
用
し
支
援
ニ
ー

ズ
の
高
い
子
ど
も
な
ど
が
い
る

世
帯
に
弁
当
を
届
け
、
生
活
状

況
の
把
握
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
家
庭
を
直
接
訪
問
す
る
こ

と
で
、
支
援
ニ
ー
ズ
の
高
い
子

ど
も
を
見
守
る
体
制
の
強
化
が

図
ら
れ
、
少
し
ず
つ
だ
が
家
庭

の
状
況
改
善
に
も
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

問
　
学
校
関
係
や
関
係
機
関
と

の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
平
塚
市

児
童
虐
待
防
止
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
と
、
庁
内
14
課
で
構

成
す
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

推
進
会
議
を
活
用
し
て
連
携
を

進
め
て
い
る
。

老

老

介

護 

す
る
側
の
支
援
も

問
　
介
護
者
が
要
介
護
者
を
殺

害
す
る
事
件
が
後
を
絶
た
な
い

る
こ
と
で
、
多
く
の
人
が
ま
ち

を
訪
れ
、
集
ま
っ
た
人
た
ち
が

く
つ
ろ
ぎ
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

に
合
わ
せ
て
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が

ら
将
来
構
想
の
策
定
を
進
め
て

い
る
。

問
　
市
長
は
所
信
表
明
で
重
点

課
題
や
取
り
組
む
べ
き
大
き
な

柱
に
子
育
て
支
援
を
掲
げ
た
。

子
育
て
を
取
り
巻
く
環
境
や

ニ
ー
ズ
は
多
様
化
・
複
雑
化
し

て
お
り
、
よ
り
柔
軟
な
子
育
て

環
境
の
構
築
と
施
策
の
展
開
が

必
要
と
考
え
る
。
今
ま
で
以
上

に
子
育
て
世
帯
の
満
足
度
を
上

げ
、
よ
り
安
心
し
て
子
育
て
が

出
来
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に

子
育
て
施
策
に
取
り
組
み
、
進

化
さ
せ
る
の
か
伺
う
。

市
長
　
小
児
医
療
費
助
成
は
所

得
制
限
を
撤
廃
し
18
歳
ま
で
拡

大
す
る
。
ま
た
、
産
後
パ
パ
育

休
の
拡
大
を
働
き
か
け
、
も
う

一
人
子
ど
も
が
欲
し
い
家
族
を

応
援
す
る
。
保
育
所
な
ど
で
は

待
機
児
童
対
策
や
手
ぶ
ら
保
育

の
推
進
、
配
慮
が
必
要
な
児
童

の
受
入
れ
支
援
に
取
り
組
む
。

６
年
９
月
に
は
中
学
校
完
全
給

食
を
開
始
す
る
な
ど
、
引
き
続

き
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
魅

力
あ
る
環
境
を
整
え
て
い
く
。

学
校
教
育
の 

現
状
と
今
後

問
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
導
入
開
始

市
長
に
問
う

問
　
令
和
４
年
度
は
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
な
が
ら
経
済
を

回
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
も
万
全
に

行
い
な
が
ら
の
市
政
運
営
や
財

政
運
営
と
な
り
、
よ
り
一
層
の

工
夫
が
必
要
と
な
っ
た
１
年
で

あ
っ
た
。
総
体
的
な
取
り
組
み

と
、
ど
の
よ
う
な
歳
入
確
保
策

に
取
り
組
ん
だ
の
か
伺
う
。

市
長
　
国
や
県
と
密
接
に
連
携

し
て
情
報
収
集
を
し
、
国
県
補

助
金
な
ど
を
活
用
し
た
ほ
か
、

債
権
徴
収
の
推
進
や
未
利
用
地

な
ど
の
売
却
も
進
め
、
更
な
る

確
保
策
に
も
取
り
組
ん
だ
。
歳

出
で
は
、
よ
り
一
層
の
行
財
政

改
革
に
取
り
組
み
、
ワ
イ
ズ
ス

ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
全
体
最
適
の

考
え
方
を
徹
底
し
、
真
に
必
要

な
施
策
に
財
源
を
集
中
し
、
安

定
し
た
持
続
可
能
な
財
政
運
営

に
つ
な
げ
ら
れ
た
と
考
え
て
い

る
。

問
　
６
年
度
策
定
予
定
の
駅
周

辺
地
区
将
来
構
想
に
向
け
た
第

一
弾
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

し
て
５
年
７
月
か
ら
平
塚
市
敷

地
共
同
化
推
進
事
業
支
援
制
度

が
開
始
さ
れ
た
。
支
援
制
度
を

実
施
し
、
最
終
的
な
ま
ち
の
姿

を
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
る
の
か
伺
う
。

市
長
　
将
来
の
駅
周
辺
地
区
の

イ
メ
ー
ジ
は
こ
れ
か
ら
の
駅
周

辺
に
求
め
ら
れ
る
滞
留
や
交
流

に
資
す
る
機
能
な
ど
を
配
置
す

が
、
介
護
者
の
支
援
体
制
を
充

実
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
支
援
を
目
的
に
、
包

括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
支
援
に
取
り
組
み
、
個
別

指
導
や
相
談
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
地
域
で
は
、自
治
会
や
地

区
社
協
な
ど
で
構
成
す
る
地
域

ケ
ア
会
議
を
設
置
し
、
地
域
で

の
課
題
解
決
や
介
護
者
の
異
変

に
気
付
け
る
支
援
体
制
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

金
目
川
水
系
を 

安
心
・
安
全
に

問
　
令
和
３
年
７
月
３
日
に
大

雨
が
降
り
、
金
目
川
周
辺
で
氾

濫
が
発
生
し
「
緊
急
安
全
確

保
」
が
全
国
で
初
め
て
発
令
さ

れ
た
。
そ
の
後
も
大
雨
が
降
る

た
び
に
不
安
を
抱
え
て
暮
ら
す

多
く
の
市
民
が
い
る
。
金
目
川

水
系
の
安
心
・
安
全
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。　

土
木
部
長
　
金
目
川
水
系
の
河

川
整
備
は
河
川
管
理
者
で
あ
る

県
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
。

河
川
内
に
堆
積
し
た
土
砂
の
撤

去
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も
金

目
川
で
は
唐
ケ
原
や
長
持
、
入

野
地
区
な
ど
、
鈴
川
で
は
岡
崎

地
区
、
渋
田
川
で
は
西
真
土
二

丁
目
な
ど
で
実
施
す
る
と
聞
い

て
い
る
。

問
　
金
目
川
の
内
水
氾
濫
対
応

は
水
害
を
予
防
す
る
大
事
な
肝

で
あ
る
。
対
策
に
向
け
た
市
長

の
決
意
を
伺
う
。

市
長
　
早
期
に
解
決
し
な
け
れ

ば
住
民
に
と
っ
て
は
大
き
な
脅

威
が
続
く
。
県
に
対
し
て
は

し
っ
か
り
と
対
応
す
る
よ
う
強

く
要
望
し
て
い
く
。

市
営
岡
崎
住
宅
跡
地

問
　
跡
地
の
利
活
用
に
対
す
る

取
り
組
み
と
今
後
の
進
め
方
を

伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
跡
地
の
利
活

用
は
、「
未
利
用
地
等
の
利
活

用
基
本
方
針
」
に
則
り
、
公
共

性
や
市
場
性
、
立
地
の
特
性
な

ど
の
視
点
か
ら
総
合
的
に
判
断

す
る
と
し
て
い
る
。
現
時
点
で

は
行
政
目
的
で
の
利
用
予
定
は

な
く
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市

場
調
査
の
結
果
、
学
校
に
隣
接

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
住
宅

用
地
と
し
て
売
却
を
行
う
方
向

で
検
討
を
進
め
、
売
却
可
能
性

調
査
な
ど
業
務
の
委
託
を
行
っ

て
い
る
。

問
　
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て

は
、
地
元
自
治
会
長
か
ら
の
意

見
も
踏
ま
え
て
検
討
す
る
の
か

伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
委
託
業
務
の

結
果
を
踏
ま
え
て
売
却
の
方
向

性
を
決
め
て
い
く
こ
と
で
進
め

て
い
る
。
売
却
の
方
向
性
、
市

の
考
え
方
を
ま
と
め
た
段
階
で

地
域
へ
説
明
を
行
う
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
広
域
的

な
幹
線
道
路
の
渋
滞
に
つ
い
て

　

平
塚
市
地
球
温
暖
化
対
策
に

つ
い
て

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

湘南フォーラム 所 属 議 員

出村 光 議員 小泉 春雄 議員

生
活
・
暮
ら
し
の
向
上
と
、

更
な
る
ま
ち
の
前
進
に
向
け
て

久
保
田 

聡 

議
員

人
に
や
さ
し
い
、
生
活
環
境
を

府
川
　
正
明 

議
員

安
心
・
安
全
・
快
適
な
ま
ち
へ

山
原
　
栄
一 

議
員

　議会には、議員の調査研究のた
め、図書室の設置が法律により義務
付けられています。
　本市議会では、開かれた議会とす
るため、平塚市庁舎本館８階の議場
前の開放したスペースに議会図書室
を設け、市民・議会・行政が共同で
利用できる環境をつくりました。

議会図書室のご案内

　９月定例会の会議
録は11月下旬から公
開します。市議会
ホームページなどで
もご覧になれます。

会議録は11月下旬に公開


